
子宮内フローラ検査について

◎ 子宮内フローラとは...

時期 月経終了後（１０日目以降）

持ち物

予約

昼用ナプキン1枚

注意点

医師と確認しながら検査日時を決めます。

ご自身で検査日時（診察枠）の予約をお取りください。

検査日時：月～土 午前11:30まで、

午後は１７：００まで（土曜日は１６：００まで）

● 検査を行う月経周期は避妊をしてください。

● 当日、出血がある場合、検査ができないことがあります。

● 通常は3分程度の検査で痛みも軽度です。しかし、子宮口が硬い場合など、器具挿入が困難な場合

には痛みを伴うことがあります。

● 子宮内膜検体の採取が難しく、検体量が不足するなどして再検査が必要となる場合があります。

再検査が必要な場合、子宮内膜検査料などは無料です。

● 検査結果には4週間程要します。

検査後 ● 数日間出血することがあります。

● 当日はシャワー浴としてください。他は通常の生活をお過ごしください。

● 検査当日の性交渉は控えてください。

● ラクトバチルス菌が少なく悪玉菌の比率が高い場合には抗菌薬で加療を行います。

 その後効果判定を行う場合、抗菌薬内服終了後、1週間以上経過してから検査を行います。

費用 こちらをクリックしてご確認ください（先進医療の適応あり）。

医療法人社団 守巧会

矢内原ウィメンズクリニック

子宮内にもさまざまな細菌が存在しており、その細菌叢を「子宮内フローラ」と呼びます。子宮内フローラは善玉菌と

悪玉菌のバランスによって成り立っており、良好な子宮内環境では善玉菌であるラクトバチルス菌が90％以上を占

めていることが望ましいとされています。

近年の研究では、ラクトバチルス菌が優位な子宮内環境は、胚の着床や妊娠の成立に適した状態であることが報

告されています。一方で、子宮内膜症、多嚢胞性卵巣症候群（PCOS）、卵管水腫などの疾患がある場合には、子宮

内フローラのバランスが変化する可能性があることが知られています。

ラクトバチルス菌の割合が低下すると、悪玉菌の増殖を十分に抑制できなくなり、子宮内環境が悪化することで着

床に影響を及ぼす可能性があります。

子宮内フローラ検査では、子宮内に存在する細菌の種類や割合を調べることで、子宮内環境の状態を評価します。

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。

https://yanaihara.jp/page/expense
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